
（９）

野
外
音
楽
堂
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
源
の
森
・

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
施
設
な
ど
も
っ
と
積
極

的
に
活
用
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い

く
よ
う
な
事
も
考
え
な
が
ら
経
営
に
工
夫

を
凝
ら
し
た
ら
良
い
か
と
思
う
。

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
源
の
森
に
つ
い
て

営
利
目
的
で
は
な
く
文
化
の
拠
点
と
し

て
、
ま
た
道
志
村
を
知
っ
て
も
ら
う
施
設

で
あ
る
の
で
、
収
支
よ
り
も
入
り
込
み
数

の
推
移
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

平
成
十
二
年
度
三
千
五
百
六
十
七
人
、
平

成
十
三
年
度
三
千
二
百
五
十
人
、
平
成
十

四
年
度
三
千
六
十
三
人
と
前
年
に
比
べ
多

少
減
少
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
こ
を
訪
れ
こ
の
施
設
を
道

志
村
と
し
て
交
流
を
深
め
て
い
る
の
も
事

実
で
あ
る
、
民
話
の
発
掘
調
査
や
道
志
村

の
文
化
を
伝
え
て
も
ら
い
た
い
。

◆
道
志
の
湯
に
つ
い
て

収
支
は
か
ろ
う
じ
て
黒
字
に
は
な
っ
て

い
る
が
、
危
機
的
な
時
期
に
来
て
い
る
。

本
年
度
も
施
設
の
修
繕
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
運
営

に
不
安
が
残
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
温
泉
施
設
の
た
め

の
土
地
の
購
入
、
平
成
十
四
年
度
に
は
新

し
く
源
泉
を
求
め
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た

が
、
思
っ
た
温
泉
が
期
待
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
源
泉
の
量
も
増
え
て
き
、
お
客
様
へ

の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
期
待
し
た
い
。

道
志
村
を
代
表
す
る
観
光
施
設
で
あ
る

「
道
志
の
湯
」
は
、
村
内
外
に
広
く
そ
の

知
名
度
が
行
き
渡
っ
て
い
る
が
、
年
々
お

客
様
が
減
少
傾
向
で
あ
り
、
も
っ
と
温
泉

と
し
て
の
効
用
な
ど
積
極
的
に
、
宣
伝
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

◆
道
志
村
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

屋
内
プ
ー
ル
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
度
は
四
千
三
百
三
十
人
と

そ
の
利
用
状
況
は
減
少
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
村
内
の
利
用
者
は
教

室
を
含
め
四
割
に
足
り
ず
、
こ
の
施
設
の

本
来
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。

小
学
校
・
中
学
校
ま
た
、
民
宿
の
利
用

客
に
も
っ
と
ピ
ー
ア
ー
ル
し
、
利
用
者
を

積
極
的
に
獲
得
す
る
よ
う
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。

◆
道
の
駅
「
ど
う
し
」
に
つ
い
て

農
産
物
や
工
芸
品
な
ど
村
民
が
作
り
出

す
も
の
を
と
お
し
て
農
産
物
の
販
売
は
六

千
二
百
四
十
二
万
円
と
、
前
年
よ
り
十
％

も
伸
び
て
い
る
。

平
成
十
四
年
度
決
算
に
よ
る
と
、
総
支

出
額
は
二
億
六
千
四
百
十
九
万
円
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
収
入
は
、
三
億

四
百
八
十
三
万
円
で
差
引
き
四
千
六
十
四

万
円
の
黒
字
経
営
と
な
っ
て
い
る
。

今
ま
で
に
は
な
か
っ
た
経
済
効
果
と
、

自
給
自
足
だ
っ
た
野
菜
類
が
消
費
者
に
喜

ば
れ
て
販
売
さ
れ
、
そ
れ
が
「
生
き
が
い

対
策
」
と
し
て
新
た
な
波
紋
を
呼
ん
で
い

る
。ま

た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
一
年
間

に
十
回
し
て
い
る
が
、
か
な
り
の
人
気
が

あ
り
、
お
客
様
が
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
。

農
産
物
の
販
売
も
本
年
度
は
、
名
札
と

帽
子
の
統
一
を
図
っ
て
、
無
い
人
は
販
売

さ
せ
な
い
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

◆
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

道
志
村
で
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
い
ち

早
く
こ
の
施
設
を
建
設
し
、
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
て
い
る
。

平
成
十
四
年
度
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
利
用
に
つ
い
て
は
、
延
べ
千
四
百
八

十
一
人
の
利
用
者
で
月
平
均
百
二
十
三
人

（
一
日
当
た
り
六
・
六
人
）
で
あ
り
、
利

用
者
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
指
示
に
従

い
、
週
に
一
〜
二
回
通
所
し
、
入
浴
か
ら

食
事
サ
ー
ビ
ス
、
簡
単
な
機
能
訓
練
を
受

け
て
い
る
。

老
人
福
祉
や
住
民
福
祉
の
た
め
の
施
設

で
あ
る
が
、利
用
者
か
ら
料
金
を
も
ら
い
、

保
険
が
適
用
さ
れ
そ
れ
相
応
の
介
護
報
酬

が
見
込
ま
れ
、
民
間
業
者
も
村
内
に
入
っ

て
い
る
状
況
で
、
い
か
に
お
客
に
多
く
利

用
し
て
貰
う
か
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ

り
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
り
、
利

用
者
に
好
ま
れ
る
施
設
づ
く
り
に
心
が
け

て
も
ら
い
た
い
。

補
助
交
付
団
体
及
び
補
助
事
業
に
つ
い
て

道
志
村
商
工
会
、
道
志
村
観
光
協
会
、

南
都
留
森
林
組
合
、
体
育
協
会
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
美
富
士
、
道
志
村
漁
業

協
同
組
合
の
補
助
交
付
団
体
に
つ
い
て

は
、
そ
の
事
業
内
容
等
支
出
が
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他

◆
各
学
校
に
つ
い
て

各
先
生
方
の
努
力
に
よ
り
、
車
に
対
す

る
安
全
指
導
を
一
番
重
視
し
、
子
供
の
交

通
に
対
す
る
自
己
判
断
の
指
導
を
、
こ
れ

か
ら
の
個
人
を
守
る
最
大
の
も
の
と
し
教

育
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

育
て
る
感
覚
か
ら
「
自
ら
学
び
、
自
ら

考
え
る
子
ど
も
を
育
て
る
。」
と
い
う
考

え
で
接
し
て
い
る
。

平
成
十
四
年
度
か
ら
週
休
二
日
制
に
な

り
、
ま
た
総
合
学
習
の
導
入
に
よ
り
Ｊ
Ｅ

Ｔ
（
英
語
指
導
助
手
）
の
先
生
に
週
一
回

く
ら
い
来
て
も
ら
い
授
業
を
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

小
学
校
の
プ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
大
い
に
利
用
し
て
子
供
達
の
体
力
の

増
進
に
務
め
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一

昨
年
の
村
長
等
三
役
の
給
与
の
減
額

条
例
に
続
き
、
議
長
、
副
議
長
、
議
員

の
月
額
報
酬
を
各
一
〇
、
〇
〇
〇
円

（
五
〜
五
・
八
％
）
の
減
額
を
行
っ
た
。

（
実
施
日
　
平
成
十
五
年
十
月
一
日
）

二

投
票
率
の
向
上
、
不
在
者
投
票
の
簡

素
化
を
目
指
し
た
公
職
選
挙
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
「
道
志
村
の
各
種
委
員
等

の
報
酬
並
び
に
費
用
弁
償
条
例
」
に
つ

い
て
改
正

「
期
日
前
投
票
管
理
者

一
一
、
二
〇
〇
円
」

「
期
日
前
投
票
立
会
人九

、
六
〇
〇
円
」

を
加
え
た
。

（
実
施
日
　
平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
）

三

合
併
に
よ
り
河
口
湖
町
、
勝
山
村
、

足
和
田
村
を
廃
止
し
、
十
一
月
十
五
日

に
「
富
士
河
口
湖
町
」
が
新
設
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
「
山
梨
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
」、「
山
梨
県
市
町
村
自
治
セ
ン

タ
ー
」
等
関
係
組
織
の
規
約
を
一
斉
に

改
正
、
変
更
す
る
事
案
が
九
件

平
成
十
五
年
九
月
定
例
議
会
は
、
九
月

十
六
日
に
招
集
さ
れ
、
二
十
六
日
ま
で
の

十
一
日
間
と
決
め
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
慎

重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
、

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

発
議
第
二
号

議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
三
十
号

道
志
村
各
種
委
員
等
報
酬
並

び
に
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
三
十
一
号

道
志
村
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
三
十
二
号

平
成
十
五
年
度
道
志
村
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

議
案
第
三
十
三
号

平
成
十
五
年
度
道
志
村
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

議
案
第
三
十
四
号

平
成
十
五
年
度
道
志
村
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

議
案
第
三
十
五
号

平
成
十
五
年
度
道
志
村
観

光
施
設
等
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

議
案
第
三
十
六
号

平
成
十
五
年
度
道
志
村
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
）

議
案
第
三
十
七
号

平
成
十
五
年
度
道
志
村
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
回
）

議
案
第
三
十
八
号

平
成
十
四
年
度
道
志
村
一

般
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
三
十
九
号

平
成
十
四
年
度
道
志
村
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
特
別
会
計
予
算
な
ど
可
決

議　会
だより

議
案
第
四
十
号

平
成
十
四
年
度
道
志
村
国
民

健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

議
案
第
四
十
一
号

平
成
十
四
年
度
道
志
村
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
四
十
二
号

平
成
十
四
年
度
道
志
村
老

人
医
療
費
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
四
十
三
号

平
成
十
四
年
度
道
志
村
観

光
施
設
等
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

議
案
第
四
十
四
号

平
成
十
四
年
度
道
志
村
介

護
保
険
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
四
十
五
号

平
成
十
四
年
度
道
志
村
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

議
案
第
四
十
六
号

平
成
十
四
年
度
道
志
村
合

併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

議
案
第
四
十
七
号

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
四
十
八
号

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増

加
及
び
山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
四
十
九
号

山
梨
県
市
町
村
自
治
セ
ン

タ
ー
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増

減
に
つ
い
て

議
案
第
五
十
号

山
梨
県
市
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
減
少
及
び
山
梨
県
市
町
村
議
会

議
員
公
務
災
害
補
償
組
合
等
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

議
案
第
五
十
一
号

山
梨
県
市
町
村
議
会
議
員

公
務
災
害
補
償
等
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
山
梨
県
市
町
村
議

会
議
員
公
務
災
害
補
償
組
合
等
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

議
案
第
五
十
二
号

富
士
吉
田
市
外
一
市
二
町

七
村
一
組
合
こ
と
ば
の
教
室
設
置
協
議
会
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

富
士
吉
田
市
外
一
市
二
町
七
村
一
組
合
こ
と

ば
の
教
室
設
置
協
議
会
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
議
案
第
五
十
三
号

富
士
吉
田
市
外
一
市
一
町

五
村
一
組
合
こ
と
ば
の
教
室
設
置
協
議
会
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び

富
士
吉
田
市
外
一
市
一
町
五
村
一
組
合
こ
と

ば
の
教
室
設
置
協
議
会
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
議
案
第
五
十
四
号

富
士
吉
田
市
外
一
市
二
町

七
村
一
組
合
指
導
主
事
共
同
設
置
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
富
士
吉

田
市
外
一
市
二
町
七
村
一
組
合
指
導
主
事
共

同
設
置
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
五
十
五
号

富
士
吉
田
市
外
一
市
一
町

五
村
一
組
合
指
導
主
事
共
同
設
置
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
富
士
吉

田
市
外
一
市
一
町
五
村
一
組
合
指
導
主
事
共

同
設
置
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
五
十
六
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

平成15年11月１日（10）



体
育
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
秋
晴
れ
の
天
候

に
恵
ま
れ
、
十
月
五
日
、
村
民
ス
ポ
ー
ツ

広
場
に
お
い
て
第
四
十
二
回
村
民
体
育
祭

が
村
民
多
数
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
道
志
村
体
育
協
会
、
渡

辺
胆
男
会
長
の
挨
拶
に
ひ
き
続
き
佐
藤
村

長
、
長
田
村
議
会
議
長
、
長
田
教
育
委
員

長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

競
技
に
お
い
て
は
、
各
自
治
会
で
選
ば

れ
た
選
手
が
与
え
ら
れ
た
種
目
に
親
し
み

和
気
あ
い
あ
い
で
競
技
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
地
区
対
抗
の
競
技
と
な
る
と
熱
が
は

い
り
最
後
の
年
齢
別
リ
レ
ー
に
は
、
声
援

が
送
ら
れ
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
体
育
祭
り
を
通
じ
、
村
民
ひ
と
り

ひ
と
り
が
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚
と
健
康

増
進
及
び
体
力
の
向
上
を
実
感
出
来
た
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
体
力
に
限
界
を
感
じ
た

方
は
、
毎
日
自
分
に
あ
っ
た
運
動
に
心
掛

け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
昼
休
み
を
利
用
し
て
永
年
体
育

関
係
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す

体
育
功
労
者
表
彰
　
　
　
山
口
　
哲
央

山
本
　
　
弘

体
育
特
別
功
労
者
表
彰

山
口
　
勝
太

池
谷
真
奈
美

中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

一
般
　
　
テ
ニ
ス
部

〃

ソ
フ
ト
部

〃
太
陽
ベ
ア
ー
ズ

優
　
勝
　
善
之
木
チ
ー
ム

準
優
勝
　
長
幡
西
チ
ー
ム

三
　
位
　
川
原
畑
チ
ー
ム

尚
、
多
年
に
わ
た
り
「
手
づ
く
り
ぼ
う

き
」
を
村
内
の
公
共
施
設
に
寄
贈
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
、
竹
之
本
の
佐
藤
和
夫
さ
ん

に
、
村
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

村
長
感
謝
状
　
　
　
佐
藤
　
和
夫

第
四
十
二
回

村
民
体
育
祭

入 場 行 進

成 績

（11）

選手宣誓　神地チーム代表　山口忠雄さん 聖火ランナーの小林直也さん

地区対抗の綱引き年齢別リレー　　熱戦に声援が送られる



九
月
二
十
七
日
に
運
動
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
は
、
谷
工
の
取
り
壊
し
の
関

係
で
校
庭
が
使
え
な
い
た
め
、
例
年
よ
り

二
週
間
遅
い
実
施
で
し
た
。

運
動
会
の
練
習
は
、
天
候
不
順
だ
っ
た

た
め
、
最
後
の
週
は
校
庭
で
の
練
習
が
で

き
ず
、
総
練
習
も
行
わ
な
い
ま
ま
当
日
を

迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
先
生
方
の
心
配
を
打
ち
消
す

か
の
よ
う
に
、
入
退
場
や
用
具
の
出
し
入

れ
、
演
技
等
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。子
ど
も
も
、

い
ざ
と
い
う
時
に
は
真
剣
な
気
持
ち
で
想

像
以
上
の
実
力
を
発
揮
す
る
も
の
だ
と
再

認
識
し
ま
し
た
。「
練
習
の
時
に
は
、
本

番
の
時
の
ご
と
く
」「
本
番
の
時
に
は
、

練
習
の
時
の
ご
と
く
」

十
月
十
六
・
十
七
日
に
、
五
年
生
は
横

浜
訪
問
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
横
浜
市
の

招
待
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
校
の
行
事

〔
勉
強
〕
と
し
て
、
道
志
川
や
水
源
林
を

通
じ
て
の
横
浜
と
の
歴
史
の
学
習
を
事
前

に
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
源
流
と
し
て
の

水
の
大
切
さ
や
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
住

人
と
し
て
の
環
境
を
守
る
大
切
さ
を
、
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、
百
年
前
の
横
浜
の
人
が
、
百
年

後
の
水
の
大
切
さ
を
先
取
り
す
る
と
い
う
、

先
人
の
偉
大
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

道
志
村
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
づ
き
な
が

ら
、
将
来
に
向
か
っ
て
広
い
視
野
を
持
て

る
児
童
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

学
校
で
は
、
四
月
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
取
り
入
れ
、
体
力
づ
く
り
と
共
に
体
脂

肪
を
減
ら
す
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
九
月
に
は
全
学
年
が
体
脂
肪
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

更
に
励
み
に
な
る
よ
う
に
、
全
児
童
に
万

歩
計
を
渡
し
、
各
々
の
児
童
が
目
標
を
立

て
て
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

十
月
十
日
に
は
、遠
足
が
あ
り
ま
し
た
。

低
・
中
学
年
は
バ
ス
遠
足
で
し
た
が
、
六

年
生
は
、
徒
歩
で
鳥
の
胸
山
ま
で
登
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
六
年
生
は
さ
っ
そ
く
万
歩
計

を
活
用
し
ま
し
た
。
尾
根
を
登
る
の
は
大

変
で
し
た
が
、
休
憩
場
所
ご
と
で
歩
数
の

比
べ
あ
い
を
し
て
い
た
の
で
、
疲
れ
を
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
、
頂
上
を
目
指
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

道志小学校 
（第８号） 
道志小学校 
（第８号） 

九
月
九
日
、
国
士
舘
大
学
の
学
生
三
十

七
人
が
道
志
小
学
校
へ
三
日
間
の
日
程
で

交
流
学
習
会
に
来
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の

学
生
が
教
職
を
希
望
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

先
生
方
の
助
手
を
し
て
く
れ
た
り
、
放
課

後
の
補
修
の
個
別
指
導
も
し
て
く
れ
ま
し

た
。ま

た
、
奉
仕
活
動
で
は
学
校
周
辺
の
草

刈
を
半
日
手
伝
っ
て
く
れ
、
谷
工
跡
地
周

辺
も
き
れ
い
に
な
り
、
運
動
会
も
良
い
環

境
の
中
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
短

い
期
間
で
し
た
が
、
お
別
れ
の
と
き
は
児

童
や
学
生
の
目
に
光
る
も
の
が
見
え
、
心

の
交
流
が
で
き
た
三
日
間
で
し
た
。

運　動　会

横
浜
訪
問

体
脂
肪
の
減
少

国
士
舘
大
学
生
と
の
交
流

平成15年11月１日（12）
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新
た
な
る
国
づ
く
り
の
担
い
手
た
る
青

少
年
が
、
日
本
人
と
し
て
誇
り
と
自
覚
を

身
に
付
け
、
非
行
に
陥
る
こ
と
な
く
、
豊

か
な
個
性
と
能
力
を
持
っ
た
人
間
に
成
長

す
る
こ
と
は
、
村
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域

住
民
、
職
場
等
が
一
体
と
な
り
、
村
全
体

が
青
少
年
育
成
運
動
を
展
開
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
為
、
十
一
月
を
全
国
一
斉
に
「
青

少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」
と
定
め
て
お

り
ま
す
。
期
間
中
に
健
全
育
成
の
た
め
の

活
動
を
集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
村
民
の
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
活

動
の
充
実
を
図
る
た
め
本
村
で
も
、
青
少

年
総
合
対
策
本
部
を
軸
に
関
係
機
関
が
、

広
報
啓
発
活
動
を
中
心
に
実
施
致
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道
志
村
青
少
年
総
合
対
策
本
部

青
少
年
育
成
道
志
村
民
会
議

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
に
つ
い
て

こ
の
度
、
国
道
四
一
三
号
線
と
、
県
道

都
留
道
志
線
と
が
交
わ
る
交
差
点
付
近
の

建
設
設
計
を
平
成
十
一
年
に
行
っ
た
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
（株）
ブ
レ
ー
ン
ズ
設
計
　
代
表

取
締
役
社
長
　
山
口
康
夫
氏
よ
り
都
留
建

設
部
に
道
志
村
の
唐
沢
交
差
点
の
周
辺
の

清
掃
と
付
随
す
る
構
造
物
の
検
証
を
行
う

連
絡
が
あ
り
、
十
月
四
日
、
十
一
名
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
「
清
掃
と
検
証
」
を
行
っ

た
。

※
会
社
担
当
責
任
者
は
、
完
成
し
た
道
路

設
計
が
周
辺
環
境
と
調
和
し
て
い
る
か
観

察
し
、
再
評
価
を
し
、
良
い
点
、
悪
い
点

を
簡
潔
に
ま
と
め
、
今
後
の
類
似
業
務
に

役
立
て
る
。
ま
た
設
計
上
考
慮
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
事
項
を
現
地
で
直
接
指
導
し
、

若
い
技
術
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。

「
青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間
」
で
す

11月は

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

全
国
自
治
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
費
と
し

て
受
け
入
れ
る
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を

財
源
と
し
て
、
地
域
住
民
の
行
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ら

活
動
に
対
し
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。助

成
対
象
事
業
は
、
一
例
と
し
て
お
祭

り
用
の
法
被
、
テ
ン
ト
、
太
鼓
な
ど
の
購

入
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

希
望
す
る
団
体
は
下
記
連
絡
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
業
費
は
お
お
む
ね
百
万
円
〜

二
百
五
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
は
？

自
治
会
等
の
地
域
的
な
共
同
活
動
を
行

な
っ
て
い
る
団
体
又
は
そ
の
連
合
体

連
絡
先

企
画
財
政
課

五
二
―
二
一
一
一（
内
線
一
五
・
一
六
）

年
末
の
粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今
回
か
ら
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
製
品

（
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
）

と
パ
ソ
コ
ン
の
収
集
は
し
ま
せ
ん
。
粗
大

ゴ
ミ
の
出
し
方
に
つ
い
て
は
、
広
報
七
月

号
を
見
て
く
だ
さ
い
。
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
住
民
健
康
課
ま
で
。

◆
収
集
日
・
収
集
場
所

十
一
月
十
三
日
（木）

旧
道
志
小
久
保
分
校

十
一
月
二
十
日
（木）

旧
唐
沢
小
学
校

十
一
月
二
十
七
日
（木）

旧
善
の
木
小
学
校

◆
収
集
時
間

午
前
六
時
〜
午
後
二
時

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

「
地
域
イ
ン
フ
ラ
の

清
掃
と
検
証
」
を
行
う

お
知
ら
せ

お
客
様
に
は
、
大
月
故
障
受
付
持
込
窓

口
と
し
て
永
き
に
亘
り
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
八

日
（金）
午
後
四
時
を
も
ち
ま
し
て
移
転
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
の
故
障
修
理
持
込
窓
口
は

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
―
Ｍ
Ｅ
山
梨
　
富
士
吉
田
担
当

（
富
士
吉
田
市
下
吉
田
一
八
六
五
―
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
富
士
吉
田
ビ
ル
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
―
Ｍ
Ｅ
山
梨
　
大
月
担
当

Ｎ
Ｔ
Ｔ
―
Ｍ
Ｅ
山
梨

大
月

移
転
の
お
知
ら
せ



道
志
地
区
は
、
平
成
十
五
年
度
〜
平
成

二
十
一
年
度
迄
の
七
年
間
に
下
記
の
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
十
一
月
よ
り
農
道
の
調
査

測
量
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
業
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
地
権
者
、
地
域
住
民
の
方
々

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業(

富

士
北
麓
水
源
の
里)
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
道
志
村
と
山
中
湖
村
の

両
村
を
富
士
北
麓
水
源
の
里
地
区
と
し
、

共
有
す
る
観
光
資
源
を
生
か
し
た
産
業
の

発
展
を
目
指
し
、
農
業
生
産
基
盤
・
生
活

環
境
基
盤
・
都
市
と
の
交
流
基
盤
等
の
整

備
を
行
い
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

平成15年11月１日（14）

平
成
十
六
年
度
の
児
童
福
祉
週
間
（
五

月
五
日
〜
十
一
日
予
定
）
に
お
け
る
標
語

の
公
募
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
方
法

は
が
き
に
よ
る
応
募

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
応
募

応
募
先

〒
一
〇
四
‐
〇
〇
六
一

東
京
都
中

央
区
銀
座
三
‐
十
一
‐
十
八

財
団
法
人

こ
ど
も
未
来
財
団
「
標
語
募
集
」
係
宛

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.kodom

om
iraizaidan.or.jp/

平
成
十
六
年
度
「
児
童
福
祉
週
間
」

標
語
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

九
つ
の
分
野
の
専
門
家
が
、
暮
ら
し
の

小
さ
な
問
題
か
ら
事
業
の
大
き
な
悩
み
ま

で
、
幅
広
く
相
談
に
応
じ
ま
す
。
複
雑
な

問
題
は
、
複
数
の
専
門
家
が
合
同
で
対
応

し
ま
す
。

日
　
時

平
成
十
五
年
十
二
月
六
日
（土）

午
前
の
部

十
時
〜
十
二
時

午
後
の
部

一
時
〜
四
時

場
　
所

甲
府
市
総
合
市
民
会
館

（
青
沼
三
丁
目
五
―
四
十
四
）

受
　
付

事
前
に
予
約
申
込
み
が
可
能
で
す
。

申
込
先

東
京
地
方
税
理
士
会
　
山
梨
県
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五(

二
三
三)

一
三
一
八

（
九
士
業
）
・
行
政
書
士
・
公
認
会
計
士
・

司
法
書
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
税
理

士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・
不
動
産
鑑
定

士
・
弁
護
士
・
弁
理
士

「
第
一
回
山
梨
の
九
士
業
に
よ
る
合
同

無
料
な
ん
で
も
法
律
相
談
会
」

山
梨
県
で
は
、
平
成
十
六
年
四
月
か
ら

神
経
芽
細
胞
腫
検
査
を
取
り
や
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
健
康
診
査
等
で
お
渡
し
し

て
い
ま
し
た
、
神
経
芽
細
胞
腫
検
査
セ
ッ

ト
（
尿
検
査
セ
ッ
ト
）
の
配
付
を
平
成
十

五
年
九
月
い
っ
ぱ
い
で
取
り
や
め
、
す
で

に
配
付
済
み
の
方
の
中
で
希
望
す
る
方
に

つ
い
て
は
本
年
度
中
は
検
査
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
検
査
を
希
望
さ
れ
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
お
手
数
で
す
が
検
査
セ

ッ
ト
は
お
捨
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
検
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
る
神
経
芽

細
胞
腫
は
、
自
然
に
治
る
こ
と
も
多
く
、

か
え
っ
て
過
剰
な
検
査
や
治
療
を
招
い
て

し
ま
う
な
ど
の
理
由
か
ら
、
厚
生
労
働
省

よ
り
、
集
団
検
査
中
止
の
通
知
が
出
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
本
県
で
も
検
査
を
取
り
や

め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
病
気
は
、
十
万
人
に
八
〜
九
人

（
〇
・
〇
〇
八
〜
〇
・
〇
〇
九
％
）
の
割

合
で
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も

し
、
ご
心
配
な
場
合
や
近
親
者
に
神
経
芽

細
胞
腫
に
な
ら
れ
た
方
が
い
る
よ
う
な
場

合
は
小
児
科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
御
理
解
い
た
だ
き

御
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ

吉
田
保
健
所
　
保
健
指
導
課
ま
で

電
話

〇
五
五
五
（
二
四
）
九
〇
三
四

神
経
芽
細
胞
腫
の

尿
検
査
休
止
の
お
知
ら
せ

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
『
自
然
と
水
の
恵
み
・
人
が
輝
く
富
士
北
麓
水
源
の
里
』

活性化構想

豊かな自然環境や水資源として保全しつつ、それらを活用した観光
産業の展開と、それによる都市交流を核とした農林業及びその加工
業などが盛んな地域を目指す。農業生産基盤・生活環境基盤・交流
基盤等を整備し、産業の振興と地域の活性化を図る。

農業生産基盤

生活環境基盤

交流基盤

生態系保全施設

農業用水路 川原畑用水路　　　　　　　　　　 8,000

神地～道坂線・田代線・観光農園～釜の前線
和出村～室久保線・野原線・久保上線 860,400

神地地区　　　　　　　　　　　 210,900

竹之本地区　　　　　　　　　　 30,900

唐沢小学校跡地　　　　　　　　 244,700

善之木小学校跡地　　　　　　　 41,700

椿地区　　　　　　　　　　　　 46,300

谷相～池之原線　　　　　　　　 178,400

和出村～竹之本地区・久保地区・月夜野地区
24,000

農　　　道

営農飲雑用水

農 村 公 園

活性化施設

交流基盤施設

市民農園整備

連絡道整備

鳥獣害防止施設

道志村分　　事業費計

山中湖村分　事業費計

富士北麓水源の里地区　
全　体　計

1,645 ,300

311 ,700

1 ,957 ,000

事　　業　　内　　容　　　　　　単位：千円

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
が
採
択
さ
れ
る
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●普通のかぜとインフルエンザの違い
普通のかぜは、のどの痛み、鼻汁、くしゃみや咳などが中心で、全身症状はあまり見られず、発熱もそれほ

ど高くなく、重症化することはほとんどありません。一方、インフルエンザは39℃以上の発熱、頭痛、関節痛、
筋肉痛など全身の症状が強く、あわせて普通のかぜと同様の症状も見られます。更に、気管支炎、肺炎、脳炎
などを併発し、重症化することがあります。また、インフルエンザは流行すると、短期間に乳幼児から高齢者
まで膨大な数の人を巻き込むという点でも普通のかぜとは異なります。
●インフルエンザにかかったらどうすればいいでしょうか？
単なるかぜと軽く考えず、早めに医療機関を受診して治療を受けましょう。（特効薬はありますが、去年全国

的に在庫がなくなり十分な量の投薬ができませんでした）安静にして、休養をとりましょう。特に睡眠を十分
にとることが大切です。また、空気が乾燥するとインフルエンザにかかりやすくなるため、部屋の湿度を保ち
ましょう。さらに水分を十分に補給することが必要です。
早めに治療することは、自分の体を守るだけでなく、他の人にインフルエンザをうつさないという意味でも

大変重要なことです。
●インフルエンザにかからないために
予防の基本は、流行前に予防接種を受けることです。
予防接種を受けないでインフルエンザにかかった人の70～80％の人は、予防接種を受けていれば、かから

ずにすむか、かかっても症状が軽くてすむという有効性が証明されています。特に今年はSARS（新型肺炎）
の流行も予想され、そちらは治療法がなく、初期症状が似ているため、早期診断、治療のためにもインフルエ
ンザ予防接種がすすめられています。
●インフルエンザ予防接種方法

10/26 10/27
午後：道小検診

10/28
午前：胃カメラ

10/29
研修のため休診

10/30
午後：道小検診

10/31 1
午前中のみ診察

2 3
文化の日

4 5
研修のため休診

6 7 8
午前中のみ診察

9 10
午後：道中検診

11
午前：胃カメラ

12
研修のため休診

13

16 18
午前：胃カメラ

19
研修のため休診

20 21

23

30
24
振替休日

25
午後：ポリオ

26
研修のため休診

27
午後：乳児検診

28 29
午前中のみ診察

1 1 月 の 予定表

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

今年もインフルエンザ予防接種を行っております。
今回はインフルエンザとインフルエンザ予防接種について書きたいと思います。

診 療 所 だ よ り

月初めには保険証の提出をお願いします。

小学生以下は２回（１回接種後１～４週してもう１回）、
小学生以上（成人）は１回上腕に皮下注射します。（生後６
ヶ月頃～接種可能ですが、乳幼児の接種に関してはお問い合
わせください）
効果は接種後２週間であらわれ、約５ヶ月効いています。

接種期間は当院では１月上旬まで（流行前まで）の予定です。
値段は都留医師会で統一され、１回につき税込みで3,150円
です。65歳以上は村で負担金2,000円が出るので1,150円で
接種できます。（その場合12月20日までとなっておりますの
で御注意ください）当日明らかに発熱がある人や、以前イン
フルエンザの予防接種でアレルギーが出た人、卵アレルギー
の人は接種できません。
この機会にインフルエンザの予防接種を受け、寒い冬を乗

り越えましょう。

17

14 15
午前中のみ診察

22
午前中のみ診察　

子
宮
が
ん
検
診
の
結
果
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

平
成
十
五
年
九
月
十
八
日
と
十
月
七
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
道
志
村
の
車
検
診
の
結

果
、
受
診
者
全
員
が
ん
の
病
名
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

住
民
健
康
課
よ
り

日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
炭
焼
き
を
体

験
し
な
が
ら
、
近
年
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る

炭
の
性
質
や
利
用
法
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

場
所

炭
み
や
株
式
会
社

（
都
留
市
大
野
一
〇
八
三
）

講
師

炭
み
や
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
小
松
　
徹

講
座
の
日
程
と
内
容
（
三
日
間
）

十
二
月
七
日
（日）

開
講
式
、
炭
材
の
窯
入
れ

八
日
（月）

口
炊
き
、
温
度
管
理
、

講
義

二
十
日
（土）

窯
出
し
、
炭
ボ
ー
ド
工

場
見
学
、
閉
講
式

募
集
人
員

十
五
人(

先
着
順
）

参

加

料

無
料

持

ち

物

軍
手
、
着
替
え(

作
業
着
）

タ
オ
ル
、
雨
具

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局
大
月
林

務
環
境
部
林
づ
く
り
推
進
課
　
　
瀧
口

Ｔ
Ｅ
Ｌ(

二
二)

七
八
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ(

二
二)

七
八
四
八
　

平
成
十
五
年
度

炭
焼
き
師
養
成
講
座
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白鳥彩菜
あやな

ちゃん・龍人
りょうと

くん（西和出村）

平成14年7月12日生・平成12年10月２日生

父 龍一さん　母 寛子さん

人口 2,172 人　男 1,075人　女 1,097人　世帯数 603（H15. 10. 1現在）

道 志 の 湯

水 源 の 森

ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

9,867

4 ,815

295

69

78 ,615

93 ,661

9月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

佐藤 廣夫さん（大野）

大正13年11月14日生

11月 の 納 税

平成15年11月1日

第275号

発　行道 志 村 役 場
〒４０２-０２０９
山梨県南都留郡道志村６１８１-１
TEL 0554-52-2111㈹ FAX 52-2572
ホームページアドレス
http://www.vill.doshi.yamanashi.jp/

国民健康保険料（第４期）
水 　 道 　 料（第４期）
合併浄化槽使用料（第４期）

わが家の
アイドル

おじいちゃんおばあちゃん

11 月 主 な 行 事
3日　文化祭

5日　リハビリ

7日　中学強歩大会

9日　衆議院議員総選挙

〃　 県民の日 吉田会場 am9：30

13日　粗大ゴミ収集 (久保)

15日　県民の日 小瀬会場 (式典am10：00)

16日　県民の日 小瀬会場

19日　農業用廃プラスチック収集

20日　粗大ゴミ収集 (唐沢）

21日　リハビリ

22日　資源ゴミ収集

23日　猪祭 (道の駅）

25日　ポリオ(乳児）

〃　 農業委員会

27日　粗大ゴミ収集 (善之木）

西
和
出
村
　
杉
本
　
唯
茄
ち
ゃ
ん杉

本
正
人

西
和
出
村
　
市
川
　
綺
邦
く
ん

市
川
万
邦

板
　
　
橋
　
加
藤
　
理
大
く
ん

加
藤
修
央

板
　
　
橋
　
水
越
　
　
楓
ち
ゃ
ん水

越
　
誠

長
　
　
又
　
池
谷
　
有
心
く
ん

池
谷
　
悟

お
誕
生
お
め
で
と
う(

出
生)

（
届
出
人
）

末
永
く
、
お
幸
せ
に
（
結
婚
）

慶

弔

中

神

地
　
　
　
　
山
口
　
　
剛

都

留

市
　
　
　
　
外
川
い
ず
み

（

◇
十
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

体
育
祭
に
行
い
ま
し
た
福
祉
バ
ザ

ー
は
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
盛
況
の
内
に
完
売
す
る
こ
と
が
で

き
、
売
上
も
昨
年
を
上
回
り
、
十
四

万
四
百
円
で
し
た
。

売
上
は
、
郵
便
局
の
福
祉
基
金
に

積
み
福
祉
活
動
の
た
め
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

道
志
村
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
バ
ザ
ー
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す(

死
亡)

長
　
　
又
　
池
谷
あ
さ
子
　
　
　
60
歳

菊
愛
好
家

今
年
も
み
ご
と
に
た
く
さ
ん

の
菊
が
咲
き
ま
し
た
。

東
神
地
　
　
山
口
　
康
子
さ
ん


